
 

●育成就労制度にＪＡＳＴＩ研修 

２０２７年４月からスタートする育成就労外国人について、受け入れるためには特定技能制度同様

に「育成就労外国人受入事業実施法人」への入会が必須であり、条件として受け入れ事業所毎に

特定技能同様に追加４要件を満たすことが求められる。 

育成就労外国人のみの受入れであるならば、要件の一つである「①国際的な人権基準に適合し

事業を行っていること」について、 

(ⅰ) 経済産業省が指定する認証・監査への対応  の他に５年間の経過措置として、 

(ⅱ) ＪＡＳＴＩ研修の受講及び自己チェックシートでの確認 

を選択可能とする方針で経済産業省は現在検討中。 

ＪＡＳＴＩ統括事務局は、この研修会を７月２１日から３回開催することとし、８月以降の研修に関し

ては随時ＪＡＳＴＩポータルサイトに公開される。  

 なお、既に「(ⅰ) 経済産業省が指定する認証・監査への対応」をしている事業所は受講不要。 

〇ＪＡＳＴＩポータルサイト 

 

 

●セーフティネット保証５号の指定業種について 

６月１１日、経済産業省は業況の悪化している業種に属する事業を行う中小企業を対象としたセ

ーフティネット保証５号の業種に、「１１２１：綿・スフ織物業」、「１１２９：その他の織物業」、「１１５９：

その他の繊維粗製品製造業」（主として他に分類されない繊維品を製造する事業者）を２０２６年 

７月１日から９月３０日の間指定した。 

  なお中東情勢の影響を踏まえて、今期は指定業種が拡大されている。 

 

 

●受託中小企業振興法に基づく「振興基準」が改正 

経済産業省は、６月２４日に公表された「知的財産権・ノウハウ・データの適切な取引のための優

越的地位の濫用等に関する指針」を踏まえつつ、価格転嫁・取引適正化の更なる徹底を図るため、

受託中小企業振興法に基づく振興基準の改正を行った。 

改正のポイントは以下の３点。 

① 知的財産取引の適正化 

② 型等の無償保管への対応 

③ 価格転嫁の浸透を後押しする人事評価制度の整備 

○振興基準改正の概要 

○振興基準 中小企業庁（参考） 
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●７月２０日は「中小企業の日」、７月は「中小企業魅力発信月間」 

中小企業庁は、７月２０日を「中小企業の日」、７月の１ヶ月間を「中小企業魅力発信月間」とし、

中小企業・小規模事業者の存在意義や魅力等に関する正しい理解を広く醸成する機会を国民運

動として提供する。 

〇２０２６年「中小企業の日」・「中小企業魅力発信月間」関連イベント 

 

 

●第１５８回繊維通商問題委員会開催 

６月３日（水）、日本繊維産業連盟の第１５８回繊維通商問題委員会がオンラインで開催された。

議題は、（１）日本の繊維貿易の現況について（２０２６年１－３月期・２０２６年３月）、（２）各国とのＥ

ＰＡ交渉状況について。 

 

１. 輸出入全般の動向 

 ２０２６年１－３月期の繊維貿易 

 
円ベース ドルベース 

百万円 前年同期比（％） 百万ドル 前年同期比（％） 

輸 出 293,972 98.5 1,873 95.4 

輸 入 1,318,129 

 

 

 

 

 

103.0 8,408 100.0 

    

 

① ２０２６年３月単月に関しては輸出は円ベースで１１３,１４０百万円（前年同月比１００.５％）、輸入

は４２４,１８６百万円（同９７.０％）、ドルベースでは輸出７１３百万ドル（同９４.５％）、輸入は２,６７４

百万ドル（同９１.３％）と増加傾向となった。 

② ２０２６年１－３月累計の繊維品別輸出入実績に関しては、輸出（円ベース）の前年同期比  は

繊維原料は９４.５％、糸類（紡績糸・合繊糸）は９６.５％で、うち綿糸は６２.１％、毛糸は１１４.８％、

合繊糸は９６.５％。織物は１００.４％で、うち綿織物は９４.７％、毛織物は１０６.５％、合繊織物は９

０.７％。二次製品は１０３.７％。 

 

輸入（円ベース）の前年同期比は繊維原料１０２.２％、糸類（紡績糸･合繊糸）は９５.６％で、うち綿

糸は９２.７％、毛糸は１３２.２％、合繊糸は９２.２％。織物は１１７.３％、うち綿織物は１００.１％、毛織

物は１０４.７％、合繊織物は１１３.０％。二次製品は１０２.９％。 

 

２. 各国・地域別輸出入の動向 

 〇輸出（２０２６年１－３月累計） 

I. ２０２６年１－３月の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）向けは１０３.２％、欧州９

９.３％、米州１００.１％。 

II. 中国が１０４.３％、シェアは２２％（前年同期比＋１.２ポイント）で、輸出額もドル・円ベース共に

増加に転じた。 

https://www.chusho.meti.go.jp/soudan/day/2026event.pdf?0723
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III. アセアンは１０１.８％、シェアは２６.８％（前年同期比＋０.９ポイント）で、輸出額はドルベースで

は減少に転じた。円ベースでは１０１.８%と微増。 

IV. 世界計では９８.５％と前年比微減。アセアン各国向けはマレーシア７５.９％、カンボジア８５.

６％、タイ９８.３％などが減少。欧州向けはドイツ１０４.６％、イタリア１０２.７％、イギリス１０４.９％

など増加した仕向先もあったが、欧州全体としては前年同期比９９.３％とやや減らした。 

   

〇輸入（２０２６年１－３月累計） 

I. ２０２６年１－３月累計の前年同期比（円ベース）は、東南アジア（中国含む）が１０３.１％、欧州

１０３.１％、米州９８.２％ 

II. 中国が１０４.６％、シェアは４８.０％（前年同期比＋０.７ポイント）と増加し、輸入額はドル・円ベ

ースともに増加。 

III. アセアンは１０１.５％、シェアは３３.７％（前年同期比－０.５ｐｔ）と輸入額（ドル）、シェアともに減 

少に転じた。タイ９２.４％、ベトナム９８.４％など減少した国もあった。 

Ⅳ. バングラデシュが９８.４％と減らす一方、昨年からグローバルアパレルメーカーが調達を見直

す動きが続いていたミャンマーは１１４.２％とシェア・金額（ドル・円）ともに回復した。また、ドイ

ツ・イタリアからの輸入はシェア・金額（ドル・円）ともに増加した。 
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●中小企業庁、価格交渉月間（２０２６年３月）のフォローアップ調査の結果公表 

中小企業庁は、２０２１年９月から、毎年３月と９月を「価格交渉促進月間」と設定し、中小企業が

エネルギー価格や原材料費、労務費などの上昇分を発注元企業に適切に価格転嫁しやすい環境

を整備するための取組を進めている。そして、３月の価格交渉促進月間の成果を確認するため、中

小企業に対するフォローアップ調査を実施し、６月２６日にその結果を公表した。  

調査結果によると、価格交渉が行われた割合は９０.７％（前回９月８９.４％）で、発注企業から交

渉の申し入れがあり、価格交渉が行われた割合が減少（３４.６％→３１.５％）し、受注企業の意に反

して交渉が行われなかった者が約１割。 

価格交渉は浸透しつつあるものの、協議に応じない一方的な価格決定の禁止を盛り込んだ「中

小受託取引適正化法」の着実な執行などを通して、引き続き価格交渉・転嫁への更なる機運醸成

が重要だとした。 

価格転嫁率は５４.２％（前回５３.５％）で、コストの増額分を全額価格転嫁できた企業の割合は増

加しており、「全く転嫁できない」「減額された企業」は１６.０％（前回１６.８％）と微減している。価格

転嫁の状況は改善してはいるが、「価格転嫁できた企業」と「できない企業」の二極化が続いており、

転嫁対策の徹底が重要との認識を示した。 

業種別では、受注側からみた繊維の価格転嫁率は４６.５％（３２業種中２３位）で、前回９月の４６.

３％から微減、要素別の転嫁率は原材料費４８.２％、エネルギー４０.６％、労務費４１.１％となった。 
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〇繊維産業の交渉・転嫁状況 

 

 

〇価格交渉促進月間（２０２６年３月） フォローアップ調査結果 

 

 

●経産省、「夏季の省エネルギーの取組について」を決定 

経済産業省は省エネルギー・省資源対策推進会議省庁連絡会議において、「夏季の省エネル

ギーの取組について」を決定した。各方面に省エネルギーの重要性を周知するとともに、各種コン

テンツを用いて省エネについての周知等を行うことにより、国、地方公共団体、事業者及び国民そ

れぞれの立場から省エネルギーの取組を促進する。 

工場・事業場関係においては、省エネ法に基づくエネルギー管理の実施、自主的な省エネルギ

ーの取組の推進、電力需給の状況に応じた対応やディマンドリスポンスへの取組、「中小企業等エ

ネルギー利用最適化推進事業費」等における省エネルギー診断の活用などが求められている。 

○夏季の省エネメニュー（製造業は１７～１９ページ）  

○２０２６年度夏季の省エネルギーの取組について 

 

 

https://www.meti.go.jp/press/2026/06/20260626003/20260626003-ar2.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/media/data/2026_summer/syouenemenu_jigyosha02.pdf?update=260610
https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/saving/government/data/r8fy_kaki_shouene.pdf?update=260604
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●綿工連産地の展示会開催・出展予定 

a） 「ミラノウニカ（ＭＵ）２７秋冬」 

７月７日（火）～９日（木）、Ｒｈｏ Ｆｉｅｒａｍｉｌａｎｏ （ロー・フィエラ・ミラノ） 

○桑村繊維（播州）、植山テキスタイル（播州） 

 

b) 「インターテキスタイル上海 アパレルファブリックス秋２０２５」 

８月２５日（火）～２７日（木）、国家会展中心（上海・虹橋） 

○桑村繊維（播州） 

 

ｃ）「第１０２回東京インターナショナル・ギフト・ショー秋２０２６」 

９月２日（水）～４日（金）、東京ビッグサイト 

 

●主な補助金・助成金の申請スケジュール 

ａ） ものづくり補助金 

２３次公募は、５月８日に終了 

 

ｂ） 小規模事業者持続化補助金 （商工会連合会地区 商工会議所地区） 

第２０回公募開始 ： ５月２７日（水） 

申請受付 ： １１月５日（木） 

申請締切 ： １２月４日（金）１７時 

 

ｃ）デジタル化・ＡＩ導入補助金２０２６（旧：ＩＴ導入補助金） 

１.通常枠 

３次締切分： ７月２１日（火）１７時 

４次締切分： ８月２５日（火）１７時 

５次締切分： ９月２９日（火）１７時 

６次締切分： １０月３０日（金）１７時 

 

２. インボイス枠（インボイス対応類型）  

３次締切分： ７月２１日（火）１７時 

４次締切分： ８月２５日（火）１７時 

５次締切分： ９月２９日（火）１７時 

６次締切分： １０月３０日（金）１７時 

 

３. インボイス枠（電子取引類型） 

３次締切分： ７月２１日（火）１７時 

https://portal.monodukuri-hojo.jp/
https://www.jizokukanb.com/jizokuka_r6h/
https://r6.jizokukahojokin.info/
https://it-shien.smrj.go.jp/
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４次締切分： ８月２５日（火）１７時 

５次締切分： ９月２９日（火）１７時 

６次締切分： １０月３０日（金）１７時 

 

   ４. セキュリティ対策推進枠 

３次締切分： ７月２１日（火）１７時 

４次締切分： ８月２５日（火）１７時 

５次締切分： ９月２９日（火）１７時 

６次締切分： １０月３０日（金）１７時 

 

５. 複数社連携デジタル化・ＡＩ導入枠 

２次締切分： ８月２５日（火）１７時 

３次締切分： １０月３０日（金）１７時 

 

ｄ）令和７年度補正予算 省エネ・非化石転換補助金   

２次公募開始 ： ６月１日（月） 

申請受付 ： ６月１日（月） 

申請締切 ： ７月９日（木） １７時 

 

ｅ） 事業承継・Ｍ＆Ａ補助金             

第１５次公募開始 ： ５月２２日（金） 

申請受付 ： ６月１９日（金） 

申請締切 ： ７月２４日（金）１７時 

 

ｆ） 雇用調整助成金 

２０２４年４月から雇用調整助成金制度が変更（助成率、教育訓練加算額、  

申請書類の追加等）                                         

雇用調整助成金ガイドブック（令和８年４月１日版） 

 

 

６月の 行事  

６月 ３日 …………… 通商問題委員会《オンライン》 

 

７月以降の 行事  

７月１６日 …………… 繊産連常任委員会（東京・大手町） 

８月２１日 …………… 綿工連綿’ｓ倶楽部委員会（綿業会館） 

https://sii.or.jp/
https://shoukei-mahojokin.go.jp/r7h/
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07_20200515.html
https://www.mhlw.go.jp/content/001687331.pdf

